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１１月 9日（水）に、私たちが住む地域全体からいじめをなくそうとする取組として 

「第２回黒崎中学校区ミーティング」を開催しました。これは第 1回（9/22実施）で               

各学校が出した“いじめ”や SNSの使い方の課題を基に、いじめ防止を目指すスロ 

ーガンを作成し、それぞれの思いとともに発表するという内容でした。黒崎中 1年の 

実行委員さんの進行で、オンラインによる会議はスムーズに進んでいき、それらのス 

ローガンと願いを学校で全校児童生徒に伝え、いじめ防止の啓発をすることで会議は 

終了しました。わずか 2回の会議でしたが、小中学校が協力して一つのことを作りあげ 

ていく“つながり”が感じられて、素晴らしい取組となりました。委員の皆さん、大変お疲 

れさまでした。ここで、各校が考えた、いじめ防止のスローガンをお知らせします。 

＜黒崎中央小学校＞ 【相手の気持ちを考えて、思いやりの心をもって過ごそう】 

＜鳴水小学校＞ 【あったか言葉をつかって、みんなの心に笑顔の花をさかせよう】 

＜黒畑小学校＞ 【いじめゼロ！ 一人ぼっちはつくらない 勇気を出して声かけて 思いやりの輪を広げよう】 

＜黒崎中学校＞ 【黒崎 Kids どんな時でも ちょっと待って考えよう その言葉 本当に大丈夫？】 

                                                   

 

11月も中旬になり、朝晩だけでなく日中も肌寒く感じるようになりました。季節は確実に 

冬へと向かっています。そのような中、明日から第 2回定期考査が行われます。試験勉強も健康管理もしっかりして、

頑張ってほしいものです。しかし全国的に“第 8波到来”と騒がれているように、再びコロナウイルス感染拡大が心配

され、市内中学校で何校も学級・学年閉鎖になっています。黒崎中学校は何とかもちこたえていますが、いつ、どこで

感染するかわからないウイルスですから、今後も引き続き対策を行い、感染防止に努めましょう。マスク着用、手指消

毒、毎朝の検温、換気に加え、三密の回避や黙食の徹底等の行動面をあらためて見直し、また、今からの時期は、イ

ンフルエンザにも注意しなければいけませんので、睡眠・食事を十分にとり、体調管理に気をつけましょう。 
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生きる力を身につけ、心豊かで、たくましく 

未来を創造しようとする生徒の育成 
校訓：自律 奉仕 創造 

明日から定期考査！寒さとコロナが忍び寄り…体調管理に注意を！ 

「第 26回夏休みポスター・標語コンクール」入賞者表彰 

地域が主催する上記コンクールで、多くの黒中生が入

賞し、11/19「鳴水市民センターまつり」で表彰されました。

おめでとうございました。以下、金・銀・銅賞受賞者です。 

【ポスターの部】         【標語の部】 

金 賞 久保 亜里沙さん（１年）  坂口 絢音さん（３年） 

銀 賞 秋満 俐那さん（２年）   小川 葵衣さん（１年） 

銅 賞 雪竹 好さん（１年）     上垣 海音さん（２年） 

 

 

 

いじめ防止に向けて… 「第 2回黒崎中学校区ミーティング」実施！ 

画
像
は
削
除
し
て
い
ま
す 

保護者の皆様へお願い…引き続き、登校前の検温をよろ

しくお願いします。また、生徒が登校後に発熱等、体調不

良になった場合は、原則、早退措置をとらせていただきま

すので、ご理解、ご協力をお願いします。 
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【こ
と
を
成
す
た
め
】 

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
小
宮
一
慶
さ
ん
は
、
「結
果
的
に
こ

と
を
成
す
人
」と
「努
力
は
し
て
い
る
の
に
な
か
な
か
結
果
が
出

ず
報
わ
れ
な
い
人
」の
違
い
は
、
前
者
は
、
た
だ
単
に
努
力
を
続

け
る
だ
け
で
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
「目
標
」を
定
め
て
い
る
、
そ
れ
に

対
し
て
後
者
は
、
明
確
な
目
標
を
定
め
ず
に
漫
然
と
努
力
し
て

い
る
と
し
、
両
者
の
違
い
を
言
い
回
し
で
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て

い
ま
す
。
【散
歩
の
つ
い
で
に
富
士
山
に
登
った
人
は
い
な
い
】 

同
じ
よ
う
に
歩
い
て
い
て
も
、
「目
標
」を
持
って
い
る
か
ど
う
か

が
「結
果
」に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
の
分
か
れ
道
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
目
標
を
明
確
に
す
る
と
、
踏
み
し
め
方
も
歩
み
も
力
強

く
安
定
し
、
達
成
の
た
め
に
自
分
が
す
べ
き
こ
と
も
見
え
て
く

る
た
め
、
周
到
な
準
備
が
で
き
る
の
で
す
。
さ
ら
に
山
頂
を
目
指

す
た
め
に
ま
ず
は
五
合
目
、
八
合
目
と
い
う
段
階
的
目
標
を 

立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
富
士
登
山
に
例
え
ま
し
た
が
、
勉

強
、
受
験
、
部
活
動
、
趣
味
、
仕
事
、
人
生
等
、
共
通
し
て
「こ
と

を
成
す
」た
め
に
大
切
な
こ
と
と
言
え
そ
う
で
す
ね
。
（宮
） 


